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発行:調布九条の会「憲法ひろば」
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〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





私は大学を卒業してすぐに東海村にある原発、原子力研究所、核燃事業団へ30数年勤めた。配属された87年は日本で最初にアメリカから導入された研究用原子炉が動いてから４年経ていた。原子力研究所は自主・民主・公開の原則を掲げ、労働組合も強く、そのために原子力に対して厳しい姿勢をとった研究者が多く集まりました。


福島原発で何が


起こったのか


　日本は狭い国土に54基の原発が在るが、一カ所の発電所に原発が集中して設置されていて、世界には例がない。そのひとつが福島第一原発で、６基のうち取水口が一つしかない４基で大事故を起こした。一度に４基の事故は空前絶後の事態だがそういう報道は少なかった。その内３基が炉心熔融といって、津波で冷却用水供給系が止まってしまい、原子炉は停止したが燃料の温度は下がらず。空焚き状態となり、溶けてしまう大事故を起こしてしまった。この事故は79年のアメリカのスリーマイル島、89年の旧ソ連のチェルノブイリと同じです。事故の大きさは大気中に放出した放射能量で分かる。政府はチェルノブイリの十分の一と発表しているが、事態としては同じ位と考えて良いだろう。


　「想定内事故」とは設計基準事故（ＤＢＡ）のことで、今回の事故の一万分の一、千分の一ぐらいを想定していた。その程度の事故しか起こらないとの「安全神話」となっていた。


放射能放出はい


つ収束するのか


　政府はこの事態を想定していないため対応できない。放射能の放出量も多く防災の手配は取られていなかった。被害の規模も大きなものでした。避難区域も同心円を想定したが風向き、地形で起こるホットスポットなどは考慮されていない。被曝について全てに適用する基準はない、推進派・事業者は原発現場の被曝基準で足りるという対応です。「原子力安全条約」（90年日本も批准）の対応策を日本政府・事業者・推進派は無視した。


｢安全神話｣の背


景と今後の問題


　日本政府は代替エネルギーとして原発に財政力を入れた。自然エネルギーには消極的でした。原子力核燃料サイクルを進める。産・官・学が一緒になって安全基準を無視している。原発核施設の地元への対策金のばら撒きで地域のあり方を変えさせた。


　原発の再稼動の理由として電力不足をあげコスト安と説明する、発展地上国の原発や原発推進国にとって福島原発の失敗でその体制の崩壊を推進派は恐れている。（小保方忠好・記）








　調布｢憲法ひろば｣は９月24日、あくろすホール１で｢福島原発と『安全神話』」と題して第65回例会。元原子力研究所研究員の青柳長紀さん(写真左)、マスコミ研究者・「憲法ひろば」世話人の丸山重威さん(写真右)のお話に50人が参加して討論も白熱し司会の森川橿弘世話人(下写真)が大奮闘。レポートは小保方忠好世話人にお願いしました。


　　（編集部）
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�





　◆　大地震、大津波、福島原発事故のあとの節電時期にメディアが行った「がんばろう日本」キャンペーンはイデオロギー的なものだったと言えぬにせよ、そこには現代日本の課題がある。「安全神話」はマスコミが造ってきたからだ。53年のアイゼンハワー米大統領の「原子力平和利用」宣言から日本でも原子力平和利用キャンペーンが始まる。読売新聞社長の正力松太郎が中心になったので「テレビと原子力はセットで進んできた」と言われている。国民にも「平和利用」を受け入れる土壌があったと思う。ビキニ核実験のころ広島で長崎の「原爆乙女」を招待し「平和利用博覧会」が行われている。原発推進は金のバラマキやヤラセで地元住民に対応してきた。福島原発事故に際して大手メデイアは敗北した。菅元首相おろしにも電力の影があった。野田政権は原発維持を表明していることに注意をしよう。
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